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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和２年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

業務の範囲

指定管理者評価シート

事業名 札幌市あかしあ学園管理業務 所管課（電話番号） 保）障がい保健福祉部障がい福祉課（211-2938）

　定例会議での法
人の倫理綱領の読
み合わせや、毎日
の夕方の打合せで
の平等利用取り組
みの確認を徹底し
た。

目的

指定単位
施設数：１

複数施設を一括指定の場合、その理由：

指定期間

　その結果、公平で
平等なサービス提
供ができた。
　市内の高等支援
学校生徒・家族の
見学及び２名の実
習を受け入れた。

施設数：１

1　業務の要求水準達成度

　札幌市障がい者保健福祉計画に掲げられている「障
がいのある人もない人も、市民誰もが互いに人格と個性
を尊重し支え合う共生社会の実現」という基本理念のも
と、計画目標の一つである「地域生活を支えるための
サービス提供基盤の一層の充実」「公共の施設として透
明性の高い管理運営」の達成に向けて､家族や地域住
民、関係機関等がより良好になるように運営に努めた。
　また、設置目的である「社会生活・職場生活などそれ
ぞれの生活の場で社会的に自立できるよう援助するこ
と」を念頭に置き、「利用者のニーズをしっかりと受け止
めた個別支援計画の作成」をし、利用者の日常生活と社
会生活能力、働く意欲と技能の向上に努めた。
　さらに、それに基づき「自己決定能力や自己選択能力
を向上して自己実現を果たす」という方針を策定した。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

　札幌市あかしあ学園管理業務仕様書において平等利
用の確保に向けて方針を策定し､以下の内容の取り組
みを実施した。

開設時期

１　施設の概要

名称

923.22㎡昭和60年6月1日 延床面積

札幌市あかしあ学園 所在地 札幌市東区北17条東5丁目2-1

生活介護事業・就労継続支援Ｂ型事業

▽　管理運営に係る基本方針の策定

非公募の場合、その理由：管理期間中の管理が良好に行われていると認められたことから、札
幌市福祉施設条例第１３条第２項の規定に基づき非公募とした。

統括管理、施設・設備の維持及び管理、事業の計画及び実施、施設の利用等に関する業務

社会福祉法人　北海道社会福祉事業団

平成30年(2018年)4月1日～令和５年（2023）3月31日

（１）統括管
理業務

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者
の自己評価

名称

３　評価単位

項　目 実施状況

募集方法

利用する方が「社会生活・職場生活などそれぞれの生活の場で社会的に自立できるよう援助すること」を目的とする

作業室、静養室、相談室、食堂、職員室、資材室、利用者更衣室、利用者休憩室

非公募

・当法人で策定した「倫理綱領」の読み合わせを月初め
の打合せで行い、意識の醸成を図った。

・毎日の夕方の打合せの中で、平等利用に関する項目
（1・利用者を呼び捨てにしない。2・適切な言葉遣いで利
用者に接している。3・体罰行為は行われていない。）を
確認して、利用者に対して平等利用の意識を常に持ち
ながら支援が行えるようにし、業務日誌に記録した。管
理者はその記録を確認し、平等利用に関する管理監督
を行った。

２　指定管理者

事業概要

主要施設

所管局の評価

・基本方針に則
り、適正に管理運
営がなされてい
る。
・高等養護学校か
らの職場実習、大
学や短期大学、
専門学校からの
保育実習の受け
入れ、家族、学校
関係者からの施
設利用の相談や
見学に積極的に
対応している点は
評価できる。

  札幌市障がい者
保健福祉計画の計
画目標や札幌市あ
かしあ学園の設置
目的を基本とする
方針を策定し、利用
者個々人のニーズ
に合わせ個別支援
計画を作成して、そ
れに沿った自己決
定、自己実現を目
指すサービスの提
供ができた。
　運営協議会や家
族説明会等で運営
における基本方針
を書面により伝達
し、家族や関係者
の理解を図った。
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　法人の組織図、事業所の職、職務、処務規程で管理
者の責任を明確にした。管理者は日常的に活動場面に
入ることで、支援が利用者に対して適切に行われている
か、組織としてスムーズに機能しているか常に確認し
た。事業所内においては業務分掌を作成し、それぞれの
職員の役割、責任を明確にした。

　札幌市環境マネ
ジメントシステムに
基づき適切な管理
を行った。職員の私
物ごみを各自持ち
帰ることで、環境へ
の配慮や経費削減
に努めた。

　職員の採用については法人が年3回、職員採用試験
(登用、新規)を実施して、より広く優秀な人材確保に努
め、採用された新規職員に対しては新任研修を実施して
その育成に努めた。

　また、提供する福祉サービスの向上のため人事考課
制度を導入して人材育成を図った。人事考課を行う管理
職については、そのための考課者研修を行った。それぞ
れの職員のスキルを高めるために、職員研修を事業所
内、法人内(階層別、交換研修等)、外部研修とそのニー
ズに合わせて実施した。

　当法人処務規
程、人事考課規程
等を遵守すること、
業務分掌に基づい
て管理、運営､組織
の確立に努めるこ
とができた。
　新規採用職員に
対しては、法人主
催や事業所内、さら
に外部研修に参加
し育成に努めた。

　節電対策について利用者の活動に支障のない範囲で
蛍光灯の間引き、使用していない場所の消灯の徹底を
図った。利用者退勤後は必要最小限の照明で業務を
行った。

　できる限りごみはリサイクルに出して減量化に努め、職
員の出したごみに対しては持ち帰りを徹底した。
　また、空き缶ペットボトルは業者に出すことで作業収入
とした。

　夏場の空調温度については、利用者にも協力していた
だき、28度設定に保っていた。

・利用者権利擁護と苦情に対して、中立・公正な立場で
指導を行う機関として、第三者委員を設置、運営協議
会・虐待防止委員会を開催し、利用者の権利擁護に努
めた。

・半期に一度、学園長及び副学園長は職員に対して虐
待防止用チェックリストを基に、利用者対応や仕事に対
しての悩み等について定期的な面談を行っている。

・札幌市あかしあ学園の新規利用を希望する方が、平
等に利用検討・決定を行うために利用者検討委員会を
設置した。

　市内大学､専門学
校5校より9名の学
生の実習を受け入
れた。
　ボランティアの受
け入れについて
は、感染症感染拡
大防止の為、「ふれ
あいいきいきサロ
ン」や「あかしあ喫
茶」「夏祭り」といっ
た行事での受け入
れは行わなかった
が、工芸作業のボ
ランティアのみ延べ
２０回の受け入れを
行った。

・高等養護学校からの職場実習、大学や短期大学、専
門学校からのソーシャルワーク実習、基礎保育実習の
受け入れのための方針を策定して、できる限りの実習受
け入れを行った。また、家族、学校関係者からの施設利
用の相談や見学についても積極的に受け入れた。

・地域の方々の活動の場として、当施設を活用できるよ
うに方針を策定したが、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止の為、地域活動は実施されず、ボランティア
活動については、工芸作業の受け入れのみ行った。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進
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　今後も適正な取り
組みを継続する。

　令和３年１月の障
がい者虐待相談窓
口への相談事案に
関しては、適切に処
理し、利用者本人
の不満も解消され
ている。
今後についても利
用者の権利擁護を
遵守し適正な支援
に努めていく。

札幌市障がい福祉課運営指導係　係長
札幌市東区社会福祉協議会　事務局長
北光地区福祉のまち推進センター　事務局長
札幌市豊明高等養護学校　学校長
札幌市あかしあ学園利用者代表2名
札幌市あかしあ学園利用者家族代表2名
札幌市あかしあ学園　学園長、副学園長、主査

・施設利用における満足度調査の結
果について
・令和２年度　業務運営状況について
・虐待防止に対する取り組み状況に
ついて

＜協議会メンバー＞

　利用者の個々の状況については、毎日の引き継ぎや
打合せ等で職員間で報告・周知を行って情報の共有を
図った。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

開催日

▽　要望・苦情対応

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

　利用者状況の把
握については、
ケース会議や日頃
の打合せ等で状況
や対応について情
報を共有してより適
切な支援の提供を
行った。

　個別支援計画に基づいた個人のニーズに即したサー
ビスが実施できているか会議等で確認し、管理者や
サービス管理責任者が活動状況を直接確認することで
より良い支援の提供に努めた。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

　利用者からの苦情や要望については、札幌市あかし
あ学園苦情解決取り扱い要項、及びあかしあ学園第三
者委員運営要領を策定してその要項等に沿って対応し
た。
　施設内に苦情受付箱や苦情受付担当者を配置して、
利用者や家族等からの苦情や要望に適切に対応する
体制を整えた。運営協議会等でいただいた意見に対し
ても、実現可能なものから検討し、各活動内容の参考に
した。
　令和３年１月には札幌市社会福祉協議会の障がい者
虐待相談メールフォームに利用者本人から投稿が上
がっており、関係機関と情報共有しながら、本人に聞き
取り、状況確認を行っている。その旨、札幌市障害福祉
課へ状況報告した。

書面会議
（２月）

　あかしあ学園諸規程や各種マニュアルに沿った、適切
なサ－ビスが行われているか確認し､ヒヤリハット事例等
を検証することで管理水準の維持・向上に努めた。

　今後も継続した取
り組みを実施してい
く。

　新型コロナウイル
ス感染症の感染拡
大予防の為、書面
会議で実施した。満
足度調査の結果や
運営状況について
報告した。
　日頃から情報を
発信して、正確な情
報の提供に努め
た。

　消防の設備点検、エレベーターの保守点検、機械警
備、冬期の避難路、駐車場の除排雪等の業務を札幌市
が第三者に対して委託したが、適切に業務が遂行され
ていた。

協議・報告内容

　資金管理については、日々法人の経理規程にのっとり
経理区分毎に経理業務を実施した。管理者が最終
チェックを行い、適正な経理業務の遂行に努めた。
　また、法人の監事監査、内部業務監査、会計監査、札
幌市の業務検査・財務検査を実施した。札幌市監査局
監査での指摘事項に基づき、法人事務局と調整し、今
年度より「札幌市障害者福祉施設利用申込書の整備」
並びに、「介護保険・社会福祉事業者総合保険の被保
険者間交差責任保障特約の追加」、「各種計画書の届
出」等、改善した。
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　個人記録については月毎に紙ベースで提出し、管理
者まで確認・決裁、他の活動記録も同様に確認・決裁を
行った。

　今後も継続した取
り組みを実施してい
く。
　各マニュアルにつ
いては、適宜見直し
を行い、より適切な
対応ができるように
留意した。
　特に施設の防犯
については、施錠
の徹底等を図り､利
用者の出勤・退勤
の際は玄関にて職
員が見守ることで
安全に配慮した。

　防犯については、利用者出勤・退勤時は職員が玄関で
見守りを行い、それ以外の時間は施錠の徹底を図った。
　
　地域住民によるボランティア活動の受け入れについて
は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防の為、
受け入れについては自粛する事とした。
　市民サービスの向上については施設周辺や近隣の公
園等の散策を兼ねてごみ拾い等を行い配慮した。
　保険の加入については、社会福祉事業者総合保険に
加入して、利用者の不慮の事故等に備えている。

　令和２年度は、登用採用試験制度を実施し、非正規職
員からの登用に力を入れた。また、カムバック制度を周
知し人材確保に努めた。

　個別支援計画の作成については、利用者のニーズ調
査や家族面談を通し、より詳しいアセスメントを心がけ、
利用者個々のストレングスに着目した計画の作成に努
めた。作成した個別支援計画については、ケースカン
ファレンスやモニタリングを通して､計画に沿った支援が
実践できているか検証した。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

　利用者の安全確保については「危機管理要綱」「リスク
マネジメント実施要項」等を定め、利用者が安全に活動
に参加できるように配慮した。

　今後も適正な取り
組みを継続する。
　本年も昨年に引き
続き法人としてスト
レスチェックの取り
組みを実施した。

　利用者の状況に
ついて､日々情報を
確認､共有すること
で、統一した支援を
展開できた。
　個別支援計画に
おいては、例年家
族面談を実施し本
人・家族のニーズ
の把握の他、家庭
での様子の聞き取
りを行っていたが、
前年度に続き、コロ
ナウイルス感染症
の対策もあり個別
面談は実施しな
かった。

　日々の利用者の状況はパソコンランディスクにおい
て、個別や活動毎に毎日記録した。内容は各担当者が
記載して、サービス管理責任者が適時確認した。

　職員のメンタルヘルスについては、研修会参加や日々
の職員の状況等把握に努め配慮した。法人として労働
安全衛生法に基づき職員に対してストレスチェックを行
い、職員自身のストレスの気づき、その対処の支援、職
場環境の改善・管理に努めた。

　業務計画を作成して各活動について具体的に計画を
たて、年度末に総括し、事業報告を作成した。
　それぞれの情報についてはパソコンネットワークを通し
て職員間で共有し、日々の打合せや会議等で利用者状
況の把握に努めた。
　保管については全ての情報を事務室管理として、施錠
可能な所定のロッカーにて保管した。
　札幌市による業務検査・財務検査にて、大きな指摘事
項はなかった。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタ
リングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、
自己評価の実施）

（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

・仕様書に基づ
き、適正に施設の
維持管理がなさ
れている。

・仕様書に基づ
き、適正に施設の
維持管理がなさ
れている。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向
上への配慮、連絡体制確保、保険加入）

　法人が作成している就業規則において、法人内の各
事業所で勤務する職員の労働条件や就業規則等を定
め、変更になった場合は速やかに届出を行った。
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▼

（１）

（２）

▼

（１）

　生活介護事業利用者に対して、作業以外の活
動の拡がりを持てるように創作活動や農園活動
を提供した。

　軽作業活動を通して、作業技能の向上、活動を通し
ての達成感が得られるように支援した。作業内容とし
ては利用者個々人の意志や適正に応じて配慮を行っ
た。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、
修繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

　週2回実施して、施設内の装飾品作りや知的障がい
福祉協会が主催する作品展等への作品作りを行って
より楽しみや目標を持てる活動内容に留意した。

　なお、工賃の支給については上記の生産活動にお
ける事業収入から必要経費を差し引いた額に相当す
る金額を工賃として、生産活動に従事している利用者
に還元した。

（4）事業の計
画・実施業務

▽　生活介護事業（定員30名）

　機械警備の関係で､同一の建物内にあるみかほ整肢
園とセキュリティ操作や開館時、閉館時の開錠、施錠等
協議・連携の上、適切に実施した。利用者等の安全確保
のために、建物内外の定期的な見回りを実施して破損
箇所等がないかの点検を行った。

　作業活動に伴って排出される段ボールについては資
源ごみ回収に出しており、飲み物の缶やペットボトル等
はリサイクル業者に出した。

　利用者の状況に応じて適切な技術を持って食事・整
容・更衣・排泄等生活全般にわたり支援した。

生 産 活 動

創 作 活 動

　また、防火管理者を選任して、利用者の安全確保のた
め防火､防災管理の徹底を図った。

　防災計画を策定して、年４回の消防訓練を実施した。
内2回は同一の建物にあるみかほ整肢園との合同避難
訓練として実施した。

　地域において安定した生活を営むため、介護や
日常生活上の支援を行った。

　作業内容としてはパンフレットの封入作業、箱の組
み立て作業、海苔やお茶漬け等の袋・箱入れ作業等
の受託作業、絞り染めを中心とした工芸作業を行っ
た。

介 護

　感染症予防のため、各ウイルス・感染症予防のための
マニュアルを策定して、利用者が健康に利用できるよう
に配慮した。

・利用者個々人の
適性に応じたきめ
細かい配慮により
サービスが提供さ
れている点は評
価できる。
・就労継続支援Ｂ
型事業において、
積極的に施設外
就労支援を行うこ
とにより、利用者
の更なる就労意
欲、作業技術の
向上を図っている
点は評価できる。

　今後も要求水準
を満たせるように取
り組みを継続してい
く。

　今後もみかほ整
肢園と連携しなが
ら、防災に対する取
り組みを継続する。

　また、感染症対策やリスクマネジメント等の研修に参加
して、適時、マニュアル等の検証を行った。

▽　防災

　 清掃業務については仕様書に提示されている水準に
達するように適切に清掃を実施した。特に感染症予防対
策として、入園時の手指消毒やドアノブや手すり等の消
毒は毎日実施した。

　作業活動やその
他の活動を実施す
ることで､利用者の
生活の幅が拡が
り、安定した生活リ
ズムの構築に努め
ることができた。
　また、各活動を通
して利用者と職員
の信頼関係構築を
図ることができた。
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（２）

▼

（１）

（２）

▼

▼

▼

（１）

　利用者の障がい
状況や家庭状況、
要望等を的確にと
らえるために個別
面談を行った。的確
なアセスメントに努
め、利用者の持つ
ストレングスを活か
せるような個別支
援計画が作成でき
た。
　各種活動に関して
は、作業状況をみ
ながら、季節や年
中行事等に合わせ
た企画を行い、利
用者も楽しんでい
た。外出活動は特
に利用者から好評
を得ているため、市
内の新型コロナウ
イルスの感染状況
に留意しながら年
に１度の外出機会
を確保した。今後も
利用者の希望に
添って活動の提供
を行っていく。

健 康 に 関 す る 活 動

健 康 活 動 等 日 中 活 動

▽　生活介護事業・就労継続支援B型共通事業

　健康維持・増進やダイエットを目的として、市内の体
育館や大友恵愛園のホールを借り受け軽運動活動を
実施する計画を立てていたが、新型コロナウイルス感
染症の感染対策の為、活動は自粛した。また、利用者
のサークル活動であるフラダンス活動に関しても、講
師と相談し、同様に自粛した。

　サービス等利用計画に沿い、エンパワーメント
の視点にたった個別支援計画の作成を行った。
また、利用者や家族の希望や意向を踏まえ、生
活状況等を事前に把握することを徹底した。作成
した支援計画は本人の同意を得た上で、計画の
内容に沿ったサービスの提供に努めた。

施 設 外 就 労

　なお、工賃の支給については下記の生産活動
における作業収入から必要経費を差し引いた額
を工賃として利用者に還元した。

作 業 内 容

▼

　5月から10月まで、敷地内の畑にて、じゃがいも、ミニ
トマト、スナップエンドウ等の野菜の栽培を行った。種
や苗から作物を育て、収穫時期には活動の集大成と
して収穫祭を企画した。栽培した野菜を調理して、皆
で味わい、栽培の楽しさや収穫の喜びを得られる機会
となった。

　就労に必要な知識及び能力向上のために必要
な訓練を行い、その他の便宜を適切かつ効果的
に行った。

　他施設の清掃作業（もなみ学園）、厨房での食器洗
浄作業（大友恵愛園）

農 園 活 動

　利用者の状況に応じ、公共安定職業所、障が
い者就労・生活支援センター等の関係機関と連
携して情報収集に努めた。積極的に施設外就労
支援を行うことで､更なる就労意欲、作業技術の
向上を図った。

　生産活動の機会を通して、就労にかかわる知
識及び 技術の向上を図れるように、利用者個々
人の適性に合わせ配慮し以下の生産活動の機
会を提供した。

実 習 及 び 就 職 活 動

個 別 支 援 計 画 の 作 成

▽　就労継続支援B型事業（定員20名）

訓練

　パンフレットの封入作業、箱の組み立て作業、海苔
やお茶漬けの袋・箱入れ作業等の受託作業、施設内
の清掃作業、フリー作業（空き缶回収等）、広報誌配
布

工芸作業では新製
品の開発､販路方
法や販売委託製品
の見直しを行い売
上げの向上に努め
た。

　作業活動の充実
を図るため、受託作
業では新規取引
先・作業の受託に
取り組んだ。作業活
動においては利用
者個々人の意志や
適性に応じて作業
内容､工程等を調
整して支援した。
　パンフレットの封
入、箱の組み立て
作業、海苔やお茶
漬け等の袋・箱入
れ作業等様々な仕
事を受注して作業
確保と工賃の向上
に努め、昨年並の
平均工賃となった。
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（２）

（３）

（４）

▼

▼

▼

健 康 管 理

　北海道知的障がい福祉協会、札幌市知的障がい福祉
協会の会員として、研修会等に参加して情報収集に努
めた。札幌市東区自立支援ネットワークにも積極的に参
加して、近隣地域の他事業所と連携して情報共有を図っ
た。

　あかしあ学園に相談窓口を設けており、施設利用や障
がい福祉サービスに関する相談に応じた。
　また、内容に応じて行政機関や他事業所とも連携し、
相談者のニーズに応えた。

　今後も積極的に
知的障がい福祉協
会や東区自立支援
ネットワーク等の研
修に参加して情報
収集に努めていく。

　利用者の心身の状況や利用者及びその家族の
ニーズを把握して、充足されるように適切な相
談、助言、援助等を行った。

　月に1回、地域ボランティア団体によるサロンの開催を
予定していたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
予防の為、ボランティア団体と協議し、活動は自粛した。
また、夏まつりに関しても、感染症の感染拡大状況を考
慮し、秋祭りとして開催し、近隣住民やボランティア、家
族等の受け入れは行わず、利用者、職員のみでの開催
とした。
工芸作業では3名の方を登録制のボランティアとして受
け入れを行った。

健康診断を年に1回、嘱託医による健診を年に１
回実施し、その他の必要な管理、記録を行った。

送 迎

　自力で通所できない利用者や家族での送迎が
難しい利用者については、利用者や家族と相談
の上実施した。
　なお、令和２年度は送迎3便体制で行った。

　家族向け広報誌（活動便り）を２か月毎に発行した。ま
た、家族説明会やホームページ等を利用し、ご家族等へ
の情報提供に努めた。

社 会 参 加 活 動

　利用者の自治会活動が適切かつ円滑に運営できる
ように支援した。親睦会行事の秋まつりや、お茶会、
季節にちなんだ行事運営についても支援を行ったが、
日帰り旅行及び新年会に関しては、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止の為、自粛した。

　夏場のかき氷会や節分のパネル写真撮影会、DVD
上映会、作業納め、レジン体験会等いろいろな企画を
して利用者親睦会と連携し、楽しんで参加できるよう
に配慮した。

利 用 者 親 睦 会 活 動

　ふれあいいきいき
サロンやあかしあ
喫茶に関しては、例
年、近隣住民や他
事業所からの参加
もあって、利用者か
らも好評を得ている
活動であるが、新
型コロナウイルス感
染症の感染拡大予
防の為、自粛してい
る。

　今後も取り組みを
継続して、適切な対
応に努める。

▽　障がい福祉に関する情報収集及び提供業務

レクリェーション活動

▽　あかしあ学園に関する市民の自主活動及び交流の支援業務

　6月から10月までの期間は利用者の希望に合わせ
た外出活動として、札幌市近郊に果物狩りへの外出を
実施した。
　また毎年実施している、日帰り旅行に関しては、新
型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の為、自粛
した。

　社会参加への機会を持つことで地域資源の活用や
地域の方々との関わりを通して、社会的ルールやマ
ナー等の理解を深める機会とした。

相 談 及 び 援 助

▽　あかしあ学園利用者に関する相談業務
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼

▼

▽ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽

0名

25.5名
生活介護

事業
33.1名

北海道社会福祉事業団のホームページ

R２実績

　個人情報掲載確
認を行っており、広
報誌に対するク
レーム等は見られ
なかった。

2名

6,766名

243日

8,042名

R２計画

▽　利用件数等

R元実績

1名

開所日数

　今後も継続した取
り組みを実施してい
く。

　今後も契約業者
の開拓を行い、取
引先、受注作業の
獲得を図る。

・適正に事業を実
施している。

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

6,177名

242日

21.7名

▽　広報業務

0名

・札幌市内、近郊の紙器加工業者等と契約し紙器加工、海苔や
お茶漬け等の袋・箱入れ作業、チラシ折り、パンフレットの封入
等の受託を行った。

0名

0名

242日 243日

4,682名

1名

19.3名

　当事業所の自主事業ではないが、当法人にて東区北２２条東６丁目
においてさっぽろ地域生活支援センター（生活介護・就労継続B型、居
宅介護、共同生活援助、地域相談支援）を運営している。あかしあ学
園の利用者も自立した生活を送るため、さっぽろ地域生活支援セン
ターが運営するグループホーム５箇所から11名の方が通っていた。

（前回から継続指定のため、引継業務なし）

1名

「活動だより」は2か月毎に発行した。「学園だよ
り」は年２回発行した。

自主事業

・施設外就労として清掃作業、ポスティング、食器洗浄作業を受
託しており３ヶ所で日々計８名～１０名の利用者が作業を行っ
た。

退所者数

（6）付随業務

市内企業等の活用、福祉施策への配慮等　　　

　高等支援学校からの現場実習や見学、相談事業所か
らの紹介による見学等を積極的に受け入れた。

新規利用

0名0名

札幌市あかしあ学園

（5）施設利用
に関する業
務

・高い利用率を維
持している点は評
価できる。

・各種広報媒体を
使った積極的な
広報活動は評価
できる。

延べ人数

人数／日

0名

19.5名

新規利用

27.9名

0名

人数／日

施設の家族向け広報誌「活動だより」及び「学
園だより」

▽　利用促進の取組

4,719名

（http://www.dofukuji.or.jp/)に札幌市あかしあ学
園ホームページを作成しており、事業説明やサー
ビス内容・行事の様子等の情報を掲載した。

就労継続
支援Ｂ型

事業

退所者数

5,285名

243日

  令和２年度は4月
に就労継続支援Ｂ
型事業契約者2１
名､生活介護事業
契約者３３名でのス
タートとなった。
　今年度は、就労
継続支援Ｂ型事業
の利用者が１名、
生活介護事業の利
用者が１名、新規
に利用され、契約
者は就労継続支援
Ｂ型事業が２２名、
生活介護事業が３
４名となった。就労
継続支援Ｂ型事業
利用者（定員20名）
は1日当たりの平均
稼働率は96.3%、生
活介護事業（定員
30名）でも1日当た
りの平均利用率は
84.7%であった。

開所日数

延べ人数

242日

8



様式3-1

▽ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（１）対象者及び人数

 利用者又は家族５５名

結果概
要

　質問３　「学園を利用することで、日頃の生活の励みや
充実に繋がっていると感じますか。」

　「満足、やや満足」を合わせると、８５．４％の満足度と
なる。

（１） 当施設の総合満足度に関するアンケート

　「満足、やや満足」を合わせると、８７．６％の満足度と
なる。

　回答者は４８名、
回収率は８７.２%で
あった。

　「満足、やや満足」を合わせると、８９．６％の満足度と
なる。

　意見欄には「生活にメリハリが出て休日になるのを楽し
みにしています」と記載がされており、新型コロナウイル
ス感染症の感染予防に取り組みながら、例年行っている
各種行事や活動の内容を変更しつつ、実施している。

　意見欄には記載はなかった。今年度は新型コロナウイ
ルス感染症の感染対策の為、例年実施している家族面
談は実施出来なかった。感染対策の為に、新たに送迎
サービスを希望される方や、自主的に通園を自粛される
方も見られ、個別ニーズに即した支援を実施している。
また、家族関係の変化や身体状況の変化等、その相談
内容についても多岐に渡ってきており、相談が関係機関
にスムーズに繋がっていけるように、助言を行う機会も
増えてきている。

実施方
法

３　各質問項目の意見欄結果 　今回も「総合満足
度」と「職員の接遇
についての満足度」
の項目に分けて､そ
れぞれ5項目、新た
に「今後の生活へ
の意向について」を
5項目、合わせて15
項目の調査を実施
した。なお、新型コ
ロナウイルス感染
症の感染対策に関
する設問も設けて
いる。
　調査結果として
は、総合満足度に
ついて、「満足」「や
や満足」を合わせた
満足度は昨年を上
回り93.7%の評価を
いただき、接遇面に
ついての総合満足
度も91.7%と評価を
いただいた。日頃
の支援の積み重ね
が評価されたと心
より感謝をするとと
もに、今後も適切な
学園運営に努めな
ければならない。

　他の質問項目を
見ても、若干の差
異はあるが、全項
目で「満足」「やや
満足」を合わせた満
足度は90%台と高い
評価であったが、
「不満」という回答
が若干名みられ、
丁寧な対応等、一
層気を付けていく必
要がある。
　利用者の今後の
生活に関する相談
事については、都
度、相談事業所と
連携し、情報を共有
している。同居家族
の体調面の不安を
聞く機会も増えてお
り、親子共々、加齢
に伴うケアの必要
性の高まりが見ら
れてきている。その
為、今まで以上に
関係機関と連携を
密に取りながら、
様々な相談ニーズ
に対応できるよう
に、ネットワークを
形成していく事が重
要となってきてい
る。

　質問１　「ご家族に利用者の方の情報は細やかに正確
に伝わっていますか。」

３　利用者の満足度

・要求水準を10％
以上超える満足
度であり、特に高
く評価できる。

　意見欄では「通信プリントや連絡ノートで情報は伝わり
ます」「連絡帳で毎日の様子が良くわかります」という意
見が見られた。「不満」の意見は０件であった。利用者の
方の情報を少しでも丁寧に伝えようとする配慮が浸透し
てきたと感じた。これからも細やかに利用者の方の様子
が伝わっていくよう、連絡帳以外のツールでも日々の情
報発信を行っていきたいと考える。

調査票を各家庭に配布し、記入後学園へ提出した。

　質問２　「個別支援計画の作成やモニタリングは利用
者の方の要望や状況に応じて適切に行われていると思
いますか」

実施期間 令和２年１１月２７日～２年１２月１１日

（２）調査の方法

利用者アンケートの結果

回答者４８名（回収率８７．２％）

（３）回収状況
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今後の生活への意
向に関しては、グ
ループホーム利用
の希望が多いが、
利用時期に関して
は、ギリギリまで家
庭で生活していき
たいとの希望が多
い為、今後、家庭で
の介護力の状況変
化に対し、緊急的
に入所先を探す事
になる事が予想さ
れる。
なお、送迎サービス
の利用希望も多く、
サービスの充実を
図っていく事が重要
となっている。

（２） 職員の接遇についての満足度に関するアンケート

　「満足、やや満足」を合わせると、９３．８％の満足度と
なる。
　意見欄には「いつも人格を認めて下さって、丁寧に対
応して下さいます」との記載がされており、受容的な関わ
り方を基本に、個々人のリズムや考え方を尊重するよう
に配慮している。また、平等利用確保の取り組みチェック
を毎日実施し、不適切な対応への振り返りを行ってい
る。

　「満足、やや満足」を合わせると、９３．８％の満足度と
なる。

　意見欄には記載はなかった。全体的に、障害支援区
分は高まっており、ケアの重要性も高まっている。定期
的なモニタリングを行いながら、気持ちを汲み取り、個別
支援計画書に反映できるように心がけている。行動援護
従事者研修修了者を配置し、専門的な視点から利用者
を捉えられるように配慮している。

　質問７　「職員は利用者の方の気持ちの理解に努め、
個々の状況に合わせて対応していると思いますか。」

　質問６　「職員は利用者と適切な態度や言葉遣いで接
していますか。」

　質問５　「あかしあ学園の総合的な満足度はいかがで
すか。」

　意見欄には「充分に出来ていると思います。こんな時
でも、ずっと開園して下さり感謝しています」との記載が
あり、新型コロナウイルス感染予防の為、学園での感染
対策だけではなく、ご家庭での検温や手洗い、マスクの
励行等の感染予防の協力依頼を行い、一致団結しての
取り組みとなるよう、情報発信を行っている。また、学園
で取り組んでいる感染対策に関しても、安心感を持って
通園して来られるように、取り組み内容を詳細に伝えて
いる。

新型コロナウイルス
感染症に伴う心配
は、継続的に見ら
れており、通園を自
粛されている利用
者もいる中、新型コ
ロナウイルス感染
症に１名罹患する
方が出ており、館内
の消毒の為に１日
休館している。
今後も事業所が継
続的に開所出来る
ように、感染対策を
充分に行っていく事
が重要となってい
る。

　「満足、やや満足」を合わせると９３．７％の満足度とな
る。

　意見欄には記載はなかった。新型コロナウイルス感染
症と上手く付き合いながら、学園を継続運営させていく
事が、一番の目標であった。感染対策を行いつつ、新し
いスタイルの活動内容を創意工夫していく事で、安心・
安全で有意義な活動となるように取り組んでいる。感染
症への不安から、通園を自粛されている方もおられるの
で、更に安全な環境を準備できるように、日々努力して
いく。

　質問４　「新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向
けた対策は充分に行われていると思いますか。」

　「満足、やや満足」を合わせると、９３．８％の満足度と
なる。
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　意見欄には記載はなかった。今年度は、各種行事を中
止又は、家族参加の制限をしている為、家族が来園し、
日々の支援の様子を見て頂く機会は無かった。
　班ミーティングや班リーダー会議等、職員で情報共有
する機会を増やし、不適切な対応の予防に努めた。

　質問１１　「将来的にはグループホームへの入居を検
討されていますか。」

　質問１２　「将来的には施設入所サービスの利用を検
討されていますか。」

「いずれは利用したい」４３．８％、「考えていない」８．
３％、「今は分からない」２２．９％「無回答」２５．０％と
なった。

施設入所とグループホームの違いが分からないとの意
見もあったが、グループホームよりも施設入所の対象に
なると考えているとの意見もあった。各サービスの特徴
や対象者に関して、捉え方や、印象等、それぞれの方々
に違いがあり、情報提供の必要性を感じる結果だった。

「いずれは利用したい」３７．５％、「考えていない」１２．
６％、「今は分からない」２０．８％「無回答」２９．２％とな
り、現在グループホームを利用している方は、２３％お
り、「無回答」に含まれている。現在利用している方と将
来利用を考えている方を合わせると６割の方が、グルー
プホームを希望している事となる。

　「満足、やや満足」を合わせると、９１．７％の満足度と
なり、総合満足度に引き続き高い評価を頂くことができ
た。

　意見欄には「情報を漏らす、漏らさない等は実際は分
かりません。職員の皆さんを信じるしかありませんので、
今後ともよろしくお願いします」「全体の話としての情報
公開があっても良いと思います」との記載がされており、
日頃から個人情報の取り扱いには、注意している。

　質問１０　「接遇に関する総合的な満足度はいかがで
すか。」

　「満足、やや満足」を合わせると、８４．２％の満足度と
なる。

　質問９　「職員は利用者の方のプライバシーに配慮し
て、知り得た情報をもらさないように努めていると思いま
すか。」

　「満足、やや満足」を合わせると、９1.7％の満足度とな
る。

　質問８　「職員は利用者に対して公平に接していると感
じますか」

（３） 今後の生活への意向に関するアンケート

　意見欄には記載はなかった。全体的な満足度は９０％
以上で高く評価されており、日々、連絡帳や活動報告、
定例のお便り等を通して、支援現場の状況が伝えられる
ように工夫している。その一方で一部不満を抱いている
方もおられるので、開かれた事業所運営とサービス提供
を心掛け、公正・公平なサービス提供が行えるように取
り組んで行く。
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今後送迎サービスの利用を検討されている方は２５％お
り、「無回答」の４１．７％は現在利用されている方々と
なっている。この結果から、約７割の方が送迎サービス
を必要としており、今後、更に送迎サービスを拡充する
必要がある。
　質問１５　「将来的には成年後見制度の利用を検討さ
れていますか。」

「いずれは利用したい」２５．０％「考えていない」２２．
９％「今は分からない」２５．０％「無回答」２７．１％となっ
た。

現在、成年後見を利用されている方は１名となってい
る。制度自体の浸透度も低く、運用方法や必要性に関し
て、充分に周知さているとは言えないが、２５％の方は、
今後の利用を検討されている事もあり、申請の際の手続
き方法等、ご家族からの問い合わせに対応できる資料
等の準備が必要になってくると考えられる。

　質問１3　「将来的には短期入所サービスの利用を検
討されていますか。」

短期入所の希望者は約３割で、希望者数は少ないが、
グループホームの利用希望は約６割であるので、今後、
グループホームへの移行時期に合わせて、短期入所希
望者が増えていく可能性はある。

　質問１４　「将来的には送迎サービスの利用をを検討さ
れていますか。」

「今利用したい」２％「いずれは利用したい」２２．９％「考
えていない」１６．７％「今は分からない」１６．７％「無回
答」４１．７％となった。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

「今利用したい」２％「いずれは利用したい」２９．２％「考
えていない」１０．４％「今は分からない」２７．１％「無回
答」３１．３％となった。

個人的には、コロナの不安が大きく、親子共々、もしか
かったらと思うと、不安が拡大する思いです。

各種サービスの活用に関しては、相談支援事業所の相
談員と連携しつつ、心配事が解消されるように、迅速に
仲介している。

コロナ禍の中、職員の皆様のご協力、本当に大変かと
思います。有難うございます。本人たちの意識は薄いか
と思います。どうかよろしくお願いします。

　(対応)

　自由回答欄では、
コロナ禍に関する
不安の意見が多く
見られた、コロナ禍
であっても事業所を
継続的に開所して
いく事が、求められ
ている事を感じる結
果であった。
生活の基盤として、
各種相談事を受け
付けつつ、適切な
相談機関へ繋いで
いく事も大切な役割
となっている。

家族も職員と会う事が少なくなったので、ちょっと不足に
思っていますが、コロナの為仕方がないと思っていま
す。段々と年を取ってきます。辛くなってくる事があると
思っています。そんなところを考慮して欲しいと思ってい
ます。

　（意見・要望）

グループホームに入れたいと前々から考えていたのに、
いざとなると億劫になってしまい今に至ります。来年は真
剣に考えていきたいと思っています。背中を押してくれた
ら嬉しいです。

大変お世話になり感謝申し上げます。翌月の行事予定
など、もう少し早めにお知らせ頂けましたら有難いです。
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▽ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽

▽

▽

安定経営能力の維持

0

説明

0

▲ 10,208

97,425

0

8,200 7,987

0

3,469 ▲ 213

指定管理費 0

213

3,469

8,200

0

収入-支出

0

0

指定管理業務支出

　当法人は道内に入所施設（児童・成人）４箇所、地域生活支援セン
ター５箇所、通所施設６箇所（あかしあ学園含む）他共同生活支援事
業、居宅介護事業、相談支援事業等、多くの事業所を持ち、安定した
運営を維持した。

0

生産活動・就
労生産事業収
入

不適個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

90,269

　年度途中で生活
介護と就労継続支
援B型にそれぞれ１
名の利用者が、利
用開始した。新型コ
ロナウイルス感染
症の影響で利用率
が下がった時期も
あったが、重度障
害者支援加算並び
に送迎重度加算を
取得していることか
ら、概ね計画通りの
結果となった。

・安定した運営を
保持している。

0

自主事業支出

利用料金

101

▲ 213

生産活動・就
労生産事業支
出

3,682

支出

▲ 3,164給付費

0

213

利益還元

100,589

104,159

0

▲ 2,221

項目

101,938

差（決算-計画）R2決算

98,469

収支

104,372

93,738

４　収支状況

（千円）

指定管理業務収入 100,690

収入

・計画を上回る収
益となっており、
安定的な運営が
図られている。
・収益を活用し、
更なる支援の質
の向上に努めて
いただきたい。

R2計画

▲ 2,434

法人税等

その他 943

適 不適

 　各条例、規定に則り全て適切に対応した。

項目等は表のとおりであり、概ね計画通りの結果となった。

7,987

適

1,044

3,682

▲ 10,421

0

・各条例を順守
し、適正に対応し
ている。

100,477

自主事業収入

純利益

0

新型コロナウイルス感染症の感染対策として、定期的な
検温並びに手指消毒、マスクの励行、３密対策をした上
での活動、送迎車の増便等、感染対策に取り組んでい
る。なお、高齢者施設や児童施設等への施設外就労の
参加者には、定期的にPCR検査のスクリーニングを実施
している。

月間予定表については、月末末日に発行していたが、
数日前には発行できるように準備している。
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Ⅲ　総合評価

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼

　当法人が運営するさっぽろ地域生活支援セン
ターと連携を図ることで、同センターが運営する
グループホームからあかしあ学園を利用する利
用者の生活状況の把握に努め、昼夜一環しての
支援に努めた。
　また、その他の利用者や家族のサービス等利
用計画の作成やグループホームの体験利用等
のニーズにも対応した。

　職員研修体制の充実については、年間研修計
画を作成し、法人内の階層別研修に参加したほ
か、札幌市、知的障がい福祉協会、社会福祉協
議会等が開催する外部研修に積極的に参加し
た。なお、ZOOM及びYouTube等の研修に対応で
きる様に、学園内のWi－Fi環境を整え、リモート
での研修に対応できる様に、体制を整えた。

　利用者の虐待防止と権利擁護の遵守に際し、障
害者虐待防止法、障害者差別解消法、権利擁護に
関する研修を定期的に行う。外部の研修にも積極
的に参加して、伝達講習等において職員全員の意
識醸成に努める。法人の職員倫理綱領や平等利
用確保の取り組みチェックの確認、読み合わせを
定例で行って、利用者の権利擁護に努める。

　作業以外の活動として生活介護事業利用者には
農園活動や創作活動、共通の軽運動活動、外出
活動を提供して、利用者のニーズに合わせた内容
を検討し、より利用者が楽しめるものとなるよう努
める。

　あかしあ学園利用者のうち、当法人運営のさっぽ
ろ地域生活支援センターが提供する他の福祉サー
ビス（グループホーム体験利用、計画相談、居宅介
護等）の利用希望があれば連携してつなげて､利
用者の方・ご家族のニーズ充足に努める。

　自主事業においても、工芸製品全体の売上げ
を分析しての販売製品の価格の見直しや新製品
の開発を行っている。
　コロナ禍による販売会等の自粛により販売の
機会が減少したが、新たに、委託販売先を増や
し、販路拡大に努めた。なお、正確な製品管理維
持に心がけ、受託業者から信頼の向上を図っ
た。

　個別面談等でアセスメントを行い、障がい状況
やニーズを把握して、利用者個々のストレングス
を大切にした支援計画を作成､それに基づき一
人ひとりの計画、目標に合わせて自己実現が達
成できるように努めた。作業以外の健康活動や
創作活動、外出活動等の日中活動については、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防に努
め、新しい生活様式に合わせた活動内容へと改
善し、充実を図った。

　利用者の安定した作業の確保と工賃向上つい
ては､工賃向上計画に沿って種々の取り組みを
行った。コロナ禍に伴う経済活動の停滞により、
主力の紙器加工は、低迷したが、封入、シール
貼り、DM等の作業種を積極的に受注した。な
お、新たにポスティングを施設外就労として位置
づけ、作業工賃が維持できるように取り組んだ。
その結果、受託作業収入は安定している。

　利用者の虐待防止と権利擁護の遵守に努め、
障害者虐待防止法、障害者差別解消法、権利擁
護について内部研修を実施し、外部研修にも積
極的に参加して職員の意識向上に努めた。法人
の職員倫理綱領の読み合わせを定例で行い、平
等利用確保の取り組みチェック（ア．利用者を呼
び捨てにしない､イ．適切な態度や言葉遣いで利
用者と接しているか、ウ．体罰行為は行われてい
ないか）を毎夕の引き継ぎで行った。

　利用者のニーズやストレングスに沿った個別支援
計画を作成し、エンパワメントの視点にたったサー
ビスの提供に努める。
　作業を活動の中心に置くが、利用者の日々の楽
しみとして作業以外の健康活動や創作活動、外出
活動等の日中活動の充実を図る。
　新型コロナウイルス感染症の感染予防に留意
し、新しい生活スタイルを取り入れた上での活動方
法を検討し、利用者本位の充実した活動内容が展
開できるように、創意工夫を行っていく。

　また、ボランティアの受け入れについても、新型
コロナウイルス感染症の感染拡大予防の為、受
け入れを自粛する事とした。

　利用者の作業の確保と工賃向上のため、新たな
取り引き先業者の開拓、作業の受託、自主事業の
売上げ向上に努める。就労継続支援Ｂ型事業にお
いては受託作業の収入向上を図り､平均工賃アッ
プを目指す。
　全体の作業効率を上げながら、きれいで迅速な
作業内容になるように努める。正確な製品管理維
持に心がけ、受託業者から信頼の向上を図る。

総合評価

　職員の専門性や資質向上に向けて、事業所内で
の定例の研修会を実施する。法人内での階層別研
修、札幌市や知的障がい福祉協会、社会福祉協議
会等が開催する外部研修にも積極的に参加し、
個々の研鑽に努めるとともに、伝達講習の実施等
により施設全体としてのスキルアップを図る。

　また、「業務振り返りチェックシート」で職員の日
頃の支援について、管理者が確認、助言等を
行って適切な支援の構築に努めた。

来年度以降の重点取組事項

【指定管理者の自己評価】

　令和３年度も、あらためて札幌市障がい者保健福祉
の計画目標を念頭に、あかしあ学園の設置目的である
「社会生活・職場生活などそれぞれの生活の場で社会
的に自立できるように援助すること」の実現に向け利用
者の日常生活と社会生活能力、働く意欲と技能、自立
能力の育成と向上に努める。

　平成３０年度より札幌市あかしあ学園は指定管理３期
目の指定管理者となり、今年度においても、透明性の
高い管理、運営に努め､昨年度からの重点取り組み事
項を優先して運営に当たった。
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安定した利用者数を維持しており、地域貢献や人材育
成などの適正な事業を実施している。また、利用者や保
護者との信頼関係の構築ができており、利用者アン
ケートの高評価を維持していることは、要求水準を大き
く上回っており評価できる。

引き続き、利用者処遇の向上に努めていただきたい。

【所管局の評価】

　

総合評価 改善指導・指示事項

　指定管理通算１１年目となり、札幌市からの支援をい
ただく中で学園全体が一丸となり、より適切な運営に心
がけ、利用者、家族、地域住民等に質の高いサービス
の提供ができるように努めた。
　新型コロナウイルス感染症の感染予防に留意し、継
続的に事業運営ができる様に、事業所及び家族、利用
者、関係機関等、一丸となり取り組みを行った。
　満足度調査の結果では接遇面についての満足度も昨
年度の９１％から９１．７％となり、さらに総合満足度に
ついても昨年度の９１％から９３．７％と上昇している。
　コロナ禍における、難しい事業所運営の中、リスクマ
ネジメントに取り組みながら、事業所運営を継続してい
る事が、評価されているのだと考えられる。
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